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今
月
の
お
も
な
内
容

第
12回

全
国
グ
リ
ー
ン
･ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ットワ
ー
ク
福
島
大
会
…
…
…
…
…
…
…
②

予
約
型
乗
合
交
通（
デ
マ
ンド
交
通
）か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
④

き
た
か
た
大
使
 須
磨
章
 講
演
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑤

平
成
25年

度「
少
年
の
主
張
喜
多
方
大
会
」小
学
生
の
部
優
秀
作
品
…
…
⑧

O
ne

 fo
r a

ll , a
ll fo

r o
ne

全
力
疾
走
！
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喜
多
方
め
ん
こ
い
く
ら
ぶ
が
主
催
で
新

宮
熊
野
神
社
・
長
床
を
舞
台
に
野
良
着
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
お
し

ゃ
れ
で
便
利
な
農
作
業
服
や
小
物
の
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
品
を
プ
ロ
の
モ
デ
ル
と
市
民

モ
デ
ル
が
着
用
し
て
華
や
か
に
披
露
し
ま

す
。
入
場
無
料
ど
な
た
で
も
見
学
可
能
。

１１
月
１４
日
か
ら
１６
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
、
喜
多
方
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
第
１２
回

全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
福
島
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
１４
日

は
県
内
８
か
所
で
各
地
域
の
取
り
組
み
を

テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
、
１５
日
は
喜
多
方

プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
全
体
会
が
行
わ

れ
、
１６
日
は
県
内
３
か
所
に
お
い
て
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
ふ
く
し
ま
か
ら

は
じ
め
よ
う
。」
〜

ふ
く
し
ま
の
今
！
つ
な
が
ろ
う
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
を
テ
ー
マ
に
東
日
本

大
震
災
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
風
評
で

受
け
入
れ
人
数
が
激
減
し
た
本
市
、
県
内

の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取

り
組
み
や
、
本
県
の
復
興
の
状
況
を
見
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
県
の
現
状
を
内
外

に
発
信
し
ま
す
。

喜
多
方
分
科
会
で
は
、「
女
性
の
た
め

の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
テ
ー
マ

に
、
慶
徳
ふ
れ
あ
い
館
で
喜
多
方
め
ん
こ

い
く
ら
ぶ
の
大
場
秋
江
会
長
、
猪
俣
ま
さ

え
さ
ん
、
小
林
絹
代
さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
ま
す
。

第
12
回
全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
島
大
会

ふ
く
し
ま
か
ら

は
じ
め
よ
う
。

〜
ふ
く
し
ま
の
今
！

喜
多
方
市
が
メ
イ
ン
会
場

喜
多
方
分
科
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ナ
ニ
・
コ
レ

パ
リ
コ
レ
」

11
月
14
日（
木
）は
分
科
会

喜多方市 女性のためのグリーン・ツーリズム 慶徳ふれあい館

二本松市 原発災害からの復興と
アルコールツーリズムの可能性

道の駅ふくしま東和
「あぶくま館」

天栄村 天栄ツーリズム 
～次世代につなげる“宝もの”をつなぐ～ 文化の森てんえい

棚倉町 幕末の歴史と地域間交流 棚倉町文化センター

西会津町 食べて元気になろう西会津
～フードツーリズムで地域活性化～ 西会津国際芸術村

会津坂下町
私がばんげに魅かれる訳
～ばんげのグリーン･ツーリズムの原点を
探る～何故リピーターになるのか？

会津坂下町農村環境
改善センター

南会津地方
きてけやれ南会津！オンリーワン農
思い出づくり～“つなぐ・まとめる”
広域連携のコーディネート組織とは？～

さゆり会館

いわき市 地域を越えた復興支援グリーン・ツーリズム
～そうだ・いわきへ行こう！～ いわきの里　鬼ヶ城
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◆
時
間

午
前
１１
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

○
午
前
１１
時
…
開
会

○
午
前
１１
時
２５
分
…
分
科
会
報
告

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
小
椋
唯
一
氏

○
午
後
０
時
１５
分
…
昼
食
交
流
会

○
午
後
１
時
１５
分
…
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ナ
ニ
・
コ
レ

パ
リ
コ
レ
」
野
良
着
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

１４
日
に
実
施
の
喜
多
方
分
科
会
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
「
ナ
ニ
・
コ
レ

パ
リ
コ
レ
」

の
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
午
後
１
時
４５
分
…
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

※
喜
多
方
市
山
都
町
在
住

浅
見
彰
宏
さ

ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

○
午
後
３
時
２０
分
…
大
会
宣
言

○
午
後
３
時
３０
分
…
閉
会

◆
参
加
費

３
０
０
０
円（
昼
食
付
き
）

○
会
津
方
面
…
紅
葉
の
会
津
喜
多
方
と
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
八
重
の
生
涯
を

た
ど
る
ツ
ア
ー

○
南
相
馬
方
面
…
震
災
語
り
部
と
巡
る
南

相
馬
の
現
状
と
未
来
へ
の
み
ち
し
る
べ

○
い
わ
き
方
面
…
い
わ
き
の
海
岸
線
を
震

災
語
り
部
と
巡
り
、
復
興
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
視
察
す
る
ツ
ア
ー

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
福
島
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局（
喜
多
方
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）
☎（
２３
）
５
５
２

９

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２３
）５
５
３
０

http://fukushim
a
-g
reen.kita

ka
ta
-g
t.jp

■
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
…

緑
豊
か
な
農
村
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む

滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
す
。

喜
多
方
市
は
、「
心
の
交
流
」
を
理
念

と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ま

ち
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
現
在
３７
軒
の
農

泊
農
家
が
あ
り
、
農
業
体
験
な
ど
を
通
じ

て
喜
多
方
の
魅
力
を
県
内
外
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
受
け
入
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
多

方
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
一
度
の
手
続
き
で
、
必
要
と
す
る
関
連

作
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
）で
行
っ
て
い

ま
す
。

つ
な
が
ろ
う

グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
〜

11
月
16
日（
土
）は
県
内
３
か
所
で

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
開
催

11
月
15
日（
金
）は

喜
多
方
で「
全
体
会
」を
開
催

問問

申申

特集　喜多方市でグリーンツーリズム全国大会開催
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１０
月
１
日
か
ら
、
予
約
型
乗
合
交
通（
デ

マ
ン
ド
交
通
）の
運
行
内
容
の
一
部
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
用
回
数
券
を
新
設
し
、
販
売
し

ま
す
。

◆
種
類

２０
枚
綴
り
…
４
３
０
０
円

１１
枚
綴
り
…
２
５
０
０
円

◆
販
売
場
所

予
約
型
乗
合
交
通
の
車
内
、
運
行
事
業

者
の
営
業
所
、
企
画
政
策
課
、
各
総
合
支

所
住
民
課
、
Ｊ
Ｒ
塩
川
駅
、
Ｊ
Ｒ
山
都
駅
、

Ｊ
Ｒ
荻
野
駅

※
注
意
…
使
用
前
・
後
に
か
か
わ
ら
ず
払

戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

喜
多
方
市
街
地
の
指
定
乗
降
場
所
を
２

か
所
追
加
し
ま
す
。

○
北
町
郵
便
局
前

○
境
田
北（
カ
ラ
オ
ケ
ダ
イ
ニ
ン
グ
ゼ
ッ

ト
ン
さ
ん
付
近
）

詳
細
は
下
図
の
と
お
り

予
約
型
乗
合
交
通（
デ
マ
ン
ド
交

通
）に
関
し
、「
利
用
の
仕
方
が
分
か

り
に
く
い
」
と
い
っ
た
ご
意
見
に
お

こ
た
え
す
る
た
め
、「
出
前
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

行
政
区
単
位
や
各
種
団
体
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
少
人
数
で
も
対
応

し
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際

必
要
な
事
項
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
開
催
日
時

○
土
日
・
祝
日
も
対
応
し
ま
す
。

○
調
整
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
複
数
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
場
所

開
催
場
所
の
手
配
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
参
加
予
定
人
数

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
市
地
域
公
共
交
通
会

議
事
務
局（
企
画
政
策
課

政
策
推
進

班
内
）☎（
２４
）５
２
０
８

慶
徳
エ
リ
ア
の
夕
方
の
第
7
便
の

ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。
詳
細
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
用
回
数
券
を
新
設

喜
多
方
市
街
地
内
の

指
定
乗
降
場
所
を
追
加

慶
徳
エ
リ
ア
の

一
部
ダ
イ
ヤ
を
変
更

  詳細やご不明な点は直接お尋ねください。
  問 喜多方市地域公共交通会議事務局（企画政策課 政策推進班内）  ☎（24）5208　FAX（25）7073

予
約
型
乗
合
交
通（
デ
マ
ン

ド
交
通
）か
ら
の
お
知
ら
せ

出
前
説
明
会
の
開
催

問問

問 問

申申

便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約
※第1便（真木） 7:55 喜多方駅

前営業日

16:00

まで

※第2便 喜多方駅 7:35 (真木)
　第3便 自宅等 9:10 喜多方駅
　第4便 喜多方駅 11:30 自宅等
　第5便 喜多方駅 13:40 自宅等
※第6便 喜多方駅 16:00 (真木)
※第7便（真木） 17:20 喜多方駅
　第8便 喜多方駅 18:00 自宅等

便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約
※第1便（真木） 7:55 喜多方駅

前営業日

16:00

まで

※第2便 喜多方駅 7:35 （真木）
　第3便 自宅等 9:10 喜多方駅
　第4便 喜多方駅 11:30 自宅等
　第5便 喜多方駅 13:40 自宅等
※第6便 喜多方駅 16:00 （真木）
※第7便（真木） 17:00 喜多方駅
　第8便 喜多方駅 18:00 自宅等

※印 指定乗降場所のみで乗降できる便です。自宅での乗降はできません。

※印 指定乗降場所のみで乗降できる便です。自宅での乗降はできません。

慶徳エリア 旧ダイヤ

慶徳エリア 新ダイヤ
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～ Akira Suma lecture meeting ～
◆ 演　題

　「世界遺産　心の旅」
　＝世界遺産は、時の権力者が築き上げた美しく重厚なものもあれば、名も
　　なき人々が身の回りの環境を生かし、営々と積み重ねてきた暮らしが生
　　みだす素朴なものまで、幅広くあります。
　　NHKが蓄積してきた750箇所を越える世界遺産の映像を駆使し、世界遺産
　　に込められた人々の心温まるエピソードをお伝えしたいと思います。＝

日　時　　

　 平成25年11月8日（金）
　午後1時30分～

総務課 広報広聴室 ☎（24）5206

プロフィール

1948年　東京生まれ。

1971年　慶応義塾大学法学部政治学科卒。NHK

に番組ディレクターとして入局。郡山

放送局に赴任し、1975年に「新日本

紀行　蔵ずまいの町　福島県喜多方」

を制作し、喜多方を全国に紹介する。

 その後、札幌放送局、本部報道番組部、

スペシャル番組部などで、一貫してド

キュメンタリー番組の企画、制作に携

わる。現在は、NHKエンタープライズ

世界遺産事務局長。

著　書 『蔵の夢』『日本一の蔵めぐり』（三五館）

 『猫は犬より働いた』（柏書房）など。

問問

 会　場　

　喜多方プラザ　小ホール

　※入場無料。
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 市政トピックス

市
長
に
計
画
の
進
捗
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

大
規
模
直
下
型
地
震
を
想
定
し
市
民
も
参
加

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
、

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
基

づ
い
た
諸
施
策
の
計
画
期
間
中
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
意
見
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
「
概
ね
計
画
の
と

お
り
の
進
捗
が
図
ら
れ
た
と
認
め
る
。」
と

し
、
９
月
１７
日
に
同
審
議
会
の
山
﨑
信
子

会
長
、
五
十
嵐
健
展
副
会
長
か
ら
市
長
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
意
見
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
）。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

今
年
は
会
津
北
部
を
震
源
と
す
る
直
下

型
地
震
を
想
定
し
、
市
内
で
大
規
模
な
建

物
倒
壊
が
発
生
し
た
想
定
で
、
８
月
２５
日

に
喜
多
方
プ
ラ
ザ
周
辺
を
会
場
と
し
て
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
や
情
報
収
集
の

手
順
を
確
認
し
、
消
防
団
や
地
域
住
民
が

協
力
し
合
っ
た
り
、
県
警
防
災
ヘ
リ
と
自

衛
隊
の
協
力
で
屋
上
に
取
り
残
さ
れ
た
人

の
救
出
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

☎（
２４
）５
２
２
１

●
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

●
喜
多
方
市
総
合
防
災
訓
練

問問問問

「（仮称）喜多方市安全で安心なまちづくり条例」（案）に対するパブリックコメント（意見募集）

　安全で安心な地域社会の実現に向けて地域に密着した地域安全活動を推進するため「（仮称）喜
多方市安全で安心なまちづくり条例」の策定作業を行い、素案がまとまりましたのでこれを公表
し意見を募集します。
◆公表・意見募集期間

　10月７日（月）～11月6日（水）期間内必着
◆公表方法

　①喜多方市ホームページによる閲覧　②生活環境課または各総合支所住民課における閲覧（土・
　日曜日および祝日を除く平日の午前8時30分から午後5時15分）
◆意見応募資格

　①喜多方市にお住まいの方　②喜多方市内に事務所、事業所がある法人や団体　③喜多方市内 
　の会社や学校に通勤通学されている方　④この事案に利害関係のある方
◆提出方法

　　「意見提出用紙」（必要事項記載があれば任意様式可）に、住所、氏名（団体名）、電話番号、区
　分などを明記のうえ、次のいずれかの方法により提出してください。なお、匿名や電話による
　意見は受け付けることができません。また、ご意見に対する個別の回答はしません。
　○持参…生活環境課または各総合支所住民課（土・日曜日および祝日を除く、平日の午前8時30
　分から午後5時15分まで）　○郵送…〒966-8601（住所記載不要）生活環境課生活安全係宛て
　○FAX（22）9571　生活環境課生活安全係宛て　○電子メールseikatsu@city.kitakata.fukushima.jp
◆募集した意見の取り扱い

　　提出していただいた意見およびその検討結果は、住所、氏名などの個人情報を除き、市ホー
　ムページなどで公表します。
生活環境課 生活安全係☎（24）5221問 問
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沼
ノ
平
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会
が

「
平
成
２５
年
度
新

う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し

ま
。
県
民
運
動
知
事
感
謝
状
」を
受
賞
し
、

８
月
２３
日
に
郡
山
市
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
知
事
か
ら

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

同
会
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
出

身
者
や
沼
ノ
平
の
地
域
づ
く
り
を
応
援
し

た
い
と
い
う
方
の
協
力
の
も
と
、
平
成
１０

年
の
設
立
以
来
、「
地
域
に
あ
る
も
の
」

を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
実
践
し

福
寿
草
ま
つ
り
な
ど
の
活
動
が
高
評
価

平
成
25
年
度
新
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
県
民
運
動
知
事
感
謝
状

みんなのページ

て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
県
内
外
か
ら
多
数
の
来
場
者
を

迎
え
て
い
る
「
福
寿
草
ま
つ
り
」
を
主
催

し
て
い
る
ほ
か
、
集
落
の
維
持
に
は
欠
か

せ
な
い
草
刈
等
の
共
同
作
業
や
休
耕
田

（
棚
田
）へ
の
カ
キ
ツ
バ
タ
植
栽
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
地
域
内
の
環
境
保
全

活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
政
策
課
過
疎
地
域
集
落
対
策
室

☎（
２４
）５
２
０
９

「
新
旧
都
市
計
画
図
」
で
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
学
習

市
立
第
三
中
学
校
で
は
、
９
月
に
総
合

学
習
「
大
志
タ
イ
ム
」
に
取
り
組
み
、
１

年
生
は
大
竹
尚
子
学
年
主
任
の
ご
指
導
の

下
「
郷
土
理
解
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習

を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
喜
多
方
蔵
の
里
」
の
五

十
嵐
哲
矢
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
生
徒
が

３
班
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
第
３
班
の
安
部
大
樹

さ
ん
、
荒
井
竜
太
さ
ん
、
鵜
川
愛
夢
さ
ん
、

喜多方市立第三中学校

「大志タイム」に

取り組む４人

わたしたちの

活　　動

伊
藤
佳
苗
さ
ん
の
４
人
は
「
喜
多
方
市
の

移
り
変
わ
り
喜
多
方
の
今
昔
道
路
の
変

化
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
た
め
、９
月
１１
日
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課
を
訪
れ
現
在
の
道

路
や
地
形
が
分
か
る
都
市
計
画
図
を
熱
心

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
地
図
を
持
ち
帰

り
、
昭
和
初
期
か
ら
の
古
い
都
市
計
画
図

と
の
比
較
を
行
い
、
道
路
や
街
な
み
の
移

り
変
わ
り
を
研
究
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
は
、
都
市
の
健
全
な
発

展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
の
基
盤

施
設
と
し
て
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る

も
の
で
す
。
地
図
に
は
先
人
が
喜
多
方
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た

か
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課

ま
ち
づ
く
り
整
備
班

☎（
２４
）５
２
４
０

△表彰式の様子

△福寿草が満開の沼ノ平（３月下旬頃）

△「最新の都市計画図」に取り組む４人

△昭和初期の都市計画図 △昭和20年ごろの都市計画図

問問

問問
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の
国
々
の
一
部
は
、
現
在
も
戦
争
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
番
被
害
を
受

け
て
い
る
の
は
、小
さ
な
子
ど
も
達
で
す
。
衣
も
食
も
住
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
り
、家
族
・

社
会
が
不
安
で
、
勉
強
も
で
き
な
い
よ
う
な
環
境
だ
っ
た
り
す
る
の
は
、
と
て
も
か
わ
い

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
世
界
の
国
々
は
、
自
分
た
ち
の
利
益
や
領
土
問
題
よ
り

も
、
自
分
の
国
の
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に
、
努
力
す
べ
き
で
す
。

世
界
中
で
国
と
国
と
の
争
い
や
対
立
が
あ
る
今
、
国
際
社
会
は
、
祖
父
が
言
っ
た
よ
う

に
も
っ
と
わ
か
り
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
治
の
仕
組
み
や
宗
教
な
ど
難
し
い
問

題
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
を
非
難
し

な
い
、
傷
つ
け
な
い
、
人
を
偏
見
で
見
下
さ
な
い
、
平
等
に
接
す
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
こ

そ
が
、
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
未
来
を
担
う
私
た
ち
こ
そ
、
そ
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
深
め
、
平
和
な
世
界
へ
の
い
し
ず
え
を

築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

喜
多
方
市
立
山
都
小
学
校
六
年

大
塚

菜
生

山
都
小
学
校
の
図
書
室
は
、
昼
休
み
に
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
声
が
あ
が
る
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
場
所
で
す
。
本
を
か
り
る
人
、
読
む
人
、
楽
し
そ
う
に
活
動
す
る
図

書
委
員
。
あ
ま
り
広
く
は
な
い
図
書
室
だ
け
ど
、
そ
の
中
い
っ
ぱ
い
に
、
楽
し
そ
う
な
声

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
図
書
委
員
会
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
委
員
会
に
入
っ
た
の
に
は
、

理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
山
都
小
の
読
書
量
は
少
な
い
。
だ
っ
た
ら
図
書
室
の
利

用
数
を
増
や
し
て
い
こ
う
。」
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

私
が
考
え
る
図
書
委
員
会
の
テ
ー
マ
は
、
図
書
委
員
会
の
活
動
か
ら
、
全
校
生
に
読
書

の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
、
で
す
。
私
は
、
こ
の
考
え
を
活
か
し
て
、
様
々
な
活
動

を
考
え
、
実
行
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
図
書
郵
便
。
こ
れ
は
、
専
用
の
紙
に
、
読
ん
だ
本

の
感
想
を
か
い
て
も
ら
い
、
図
書
室
に
け
い
じ
し
て
、
み
ん
な
が
読
め
る
よ
う
に
す
る
、

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
他
の
人
の
読
書
感
想
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
も
読
ん
で
み
よ
う
、

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
し

ば
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
図
書
委
員
会
の
活
動
か
ら
、
と
い
う
テ
ー
マ
が
実

現
す
る
よ
う
、委
員
会
の
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
現
在
、利
用
者
も
増
え
、

喜
多
方
市
立
塩
川
小
学
校
六
年

梅
木

望
羽

私
の
祖
父
は
、
三
十
年
以
上
前
か
ら
、
中
国
の
若
者
を
日
本
に
招
い
て
、
日
本
の
進
ん

だ
技
術
や
良
い
と
こ
ろ
を
研
修
し
て
も
ら
う
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
何
度
も
中
国

に
行
っ
て
、
植
樹
な
ど
の
事
業
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

祖
父
が
日
本
に
招
い
た
研
修
生
は
、
二
百
人
以
上
も
い
て
、
今
で
は
中
国
各
地
の
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
、
職
場
の
指
導
者
、
国
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
で
も
、

祖
父
が
中
国
に
行
っ
た
時
は
、
必
ず
会
い
に
来
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
き
に
は
、

二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
た
地
方
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
祖
父
に
会
い
に
来
て
く
れ
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
、
私
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
で
勉
強
し
た
研

修
生
た
ち
は
、
日
本
に
行
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
、
今
で
も
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
私
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
た
中
国
人
の
姿
は
、
大
声
を
出
し
な
が
ら
日
本
の
国

旗
を
燃
や
し
た
り
、
中
国
に
あ
る
日
本
の
店
に
石
を
投
げ
た
り
物
を
取
っ
た
り
と
、
正
直
、

ほ
と
ん
ど
よ
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
こ
と
を
祖
父
に
聞
く
と
、

「
日
本
の
国
旗
を
燃
や
し
た
り
、
石
を
投
げ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
中
国
人
の
ほ
ん
の
一

部
だ
け
だ
よ
。」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
最
近
の
日
本
と
中
国
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
人
は
お
互
い
に
付
き
合
っ
て
、
良
い
人
か
悪
い
人
か
を
判
断
す
る
も
の
だ
。
だ
か
ら
、

お
互
い
に
付
き
合
っ
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
た
事
が
な
い
人
た
ち
が
、
さ
わ
い
で
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
。」

と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
祖
父
の
し
て
き
た
事
は
、
大
変
な
事
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
人

と
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
で
も
中
国
の

人
達
は
、
祖
父
を
慕
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
、
日
本
と
中
国
は
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
の
領
土
問
題
で
、
あ
ま
り
良
い
関
係
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ア
フ
リ
カ
の
貧
し
い
諸
国
や
西
ア
ジ
ア

人
と
し
て
の
関
わ
り
合
い
の
大
切
さ

 

平
成
25
年
度「
少
年
の
主
張
喜
多
方
市
大
会
」（
７
月
28
日
開
催
）

小
学
生
の
部
最
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

活
動
か
ら
「
学
ぶ
」
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に
ぎ
や
か
に
な
り
、
山
都
小
の
多
く
の
人
の
読
書
に
対
す
る
姿
勢
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
活
動
し
て
き
た
自
分
達
も
、
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
の

喜
び
と
、
活
動
す
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
喜
び
は
頑
張
っ
て
こ
そ
あ
る
も
の
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、図
書
委
員
会
に
入
り
、そ
の
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

学
ぶ
と
は
何
か
、
で
す
。
ふ
つ
う
「
学
ぶ
」
と
い
っ
た
ら
、
勉
強
を
す
る
と
か
、
だ
れ
か

に
何
か
を
教
え
て
も
ら
う
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
頭
に
う
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、こ
れ
も
「
学
ぶ
」
に
入
り
ま
す
。
で
も
、私
が
考
え
る
「
学
ぶ
」
は
少
し
違
い
ま
す
。

私
は
、
だ
れ
か
に
教
え
て
も
ら
う
事
だ
け
で
な
く
、
自
分
達
で
考
え
、
自
分
達
で
動
き
、

自
分
達
で
そ
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
、「
学
ぶ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
委
員
会
活

動
を
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
活
動
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

友
達
と
協
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
図
書
委
員
会
で
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

ポ
ス
タ
ー
を
か
い
た
り
、
友
達
と
一
緒
に
本
を
整
理
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
だ
け

で
な
く
、
一
人
で
や
る
よ
り
心
強
い
し
、
友
達
が
頑
張
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
頑

張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
学
ぶ
た
め
に
友
達
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

の
よ
う
な
大
切
な
こ
と
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
図
書
委
員
会
の
活
動
で
す
。

だ
か
ら
今
度
は
私
達
が
、
た
く
さ
ん
の
人
に
、
学
ぶ
楽
し
さ
と
協
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら
も
行
動
で

示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校
六
年

佐
野

哲
朗

「
ぼ
く
が
、
代
表
委
員
会
の
委
員
長
の
佐
野
哲
朗
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

ぼ
く
は
、
四
月
の
委
員
会
の
組
織
作
り
で
代
表
委
員
会
の
委
員
長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
立
候
補
し
た
か
と
い
う
と
、
去
年
も
代
表
委
員
会
に
入
っ
て
い
た
の
で
何
を
や

る
か
が
わ
か
っ
て
い
た
し
、
去
年
か
ら
始
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を
卒
業

ま
で
し
っ
か
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

代
表
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
慶
徳
小
の
合
い
言
葉
『
あ
い
さ
つ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ボ

　　　    平成25年度 少年の主張喜多方市大会

ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
し
っ
か
り
守
り
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
一
年
間
し

っ
か
り
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考
え
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
一
言
を
出
し

て
も
ら
う
よ
う
話
し
ま
し
た
が
、な
か
な
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ぼ
く
が『
一
生
懸
命
』

と
い
う
言
葉
を
出
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
他
の
人
か
ら
も
少
し
ず
つ
言
葉
が
出
て
き
て
、

そ
れ
を
ま
と
め
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
運
動
会
当
日
、

「
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
最
後
ま
で
全
力
出
し
切
り
が
ん
ば
ろ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」

と
発
表
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
勝
敗
が
わ
か
ら
ず
に
全
力
で
が
ん
ば
っ
た
運
動
会
に
な
り

ま
し
た
。

次
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
お
と
と
し
ま
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
を
つ
ぶ
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
に
車
イ
ス
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
校
生
の
数
が
減
り
、
去
年
か

ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
活
動
だ

っ
た
の
で
調
べ
て
み
る
と
、
二
キ
ロ
分
の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
る
と
、
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ

ン
に
変
わ
り
、
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
一
人
の
命
が
救
え
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

代
表
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
去
年
は
百
キ
ロ
集
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
最
初
は
百
キ
ロ
集
め
る
の
は
簡
単
な
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で

は
な
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
や
っ
と
集
め
た
百
キ
ロ
で
す
が
、
ま
だ
五
十
人
の
命
し
か

救
え
ま
せ
ん
。
今
年
も
こ
の
活
動
を
続
け
、
百
キ
ロ
以
上
を
目
標
に
し
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
達
の
命
を
救
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
全
校
生
に
呼
び
か
け

を
し
、
家
族
の
人
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
こ
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
元
気
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
人
も
い
ま
す
が
、
小
さ
い
声
の
人
や
あ
い
さ
つ
を
し
な

い
人
も
い
る
か
ら
で
す
。
み
ん
な
が
登
校
す
る
時
、
代
表
委
員
が
昇
降
口
に
並
び
、
元
気

よ
く
あ
い
さ
つ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
代
表
委
員
と
し
て
の
活
動
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
慶
徳
小
学
校
の

み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

ぼ
く
が
進
ん
で
代
表
委
員
に
声
を
か
け
、
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。代

表
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
☎(

２３)

２
１
１
５

代
表
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て

問問
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「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
」
の
美
し
い
蔵
な

み
路
を
楽
し
く
走
る
「
第
２９
回
蔵
の
ま
ち

喜
多
方
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
１１
月
３

日（
日
・
祝
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

招
待
選
手
と
し
て
高
橋
千
恵
美
さ
ん
を

お
招
き
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

走
り
ま
す
。
大
会
終
了
後
は
押
切
川
公
園

体
育
館
に
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
を
対

象
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
、
サ
イ
ン
会
を
行

い
ま
す
。
秋
空
の
下
で
楽
し
く
走
り
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日

１１
月
３
日（
日
・
祝
）

◆
会
場

受
付

押
切
川
公
園
体
育
館

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
参
加
料

小
中
学
生

１
０
０
０
円

高
校
生

１
５
０
０
円

一
般

２
０
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
２
５
０
０
円

（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川

公
園
体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

第
29

多
方
健
康
マ
ラ
ソ

回
蔵
の
ま
ち
喜喜
多ま

す

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

!!

▽
体
育
協
会
の
部

▽
オ
ー
プ
ン
の
部

優

勝

塩
川
町
体
育
協
会

優

勝

猪
苗
代
Ａ
Ｃ

準
優
勝

山
都
町･

高
郷
町
体
育
協
会

準
優
勝

喜
多
方
高
校
陸
上
部

第
３
位

北
区
体
育
協
会

第
３
位

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｋ

第
４
位

熊
倉
町
体
育
協
会

第
４
位

北
塩
原
村
駅
伝
チ
ー
ム

第
５
位

関
柴
町
体
育
協
会

第
５
位

喜
多
方
市
駅
伝
チ
ー
ム

第
６
位

岩
月
町
体
育
協
会  

第
６
位

喜
多
方
広
域
消
防
ラ
ン
ナ
ー
ズ

第
７
位

熱
塩
加
納
町
体
育
協
会

第
８
位

豊
川
町
体
育
協
会

▽
区
間
賞
（
体
育
協
会
の
部
）

１
区
…
穴
澤

航
太（
塩
川
町
体
協
）

２
区
…
大
場

悠（
塩
川
町
体
協
）

３
区
…
秋
山

裕
斗（
塩
川
町
体
協
）

４
区
…
塚
原

健
司（
塩
川
町
体
協
）

５
区
…
一
重

祐
樹（
塩
川
町
体
協
）

６
区
…
渡
部

晃（
熊
倉
町
体
協
）

７
区
…
加
藤

伸
治（
塩
川
町
体
協
）

８
区
…
佐
原

尚
樹（
塩
川
町
体
協
）

９
区
…
赤
塚
み
な
美（
北
区
体
協
）

10
区
…
渡
邊

洋（
北
区
体
協
）

11
区
…
国
井

涼
翔（
塩
川
町
体
協
）

第
７
回

喜
多
方
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の
結
果

９
月
１５
日（
日
）第
７
回
喜
多
方
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問問

高橋千恵美さん
2000年シドニー五輪
（10000ｍ）出場

新
そ
ば
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
新
規
講
座
で
は
、「
お

ぐ
に
交
流
の
郷
」（
喜
多
方
市
熊
倉
町
）を

会
場
に「
そ
ば
打
ち
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

本
格
的
に
そ
ば
打
ち
を
習
い
、
お
い
し

い
そ
ば
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

１０
月
２７
日（
日
）午
前
１０
時
〜
正

午※
当
日
は
、
喜
多
方
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
、
午
前
９
時
３０
分
ま
で
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
そ
ば
打
ち
講
座
会
場
ま
で
送
迎

し
ま
す
。

◆
講
師

お
ぐ
に
交
流
の
郷
の
皆
さ
ん

◆
材
料
費

１
０
０
０
円

◆
参
加
対
象

１８
歳
以
上
の
喜
多
方
市
在

住
の
方
、
も
し
く
は
通
勤
さ
れ
て
い
る
方

◆
定
員

１０
人

◆
申
込
開
始

１０
月
１
日（
火
）よ
り
受
け

付
け
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

新
規
講
座「
そ
ば

勤
労
青
少
年
ホ
ーー
ム募

集

打
ち
講
座
」受
講
生
募

問問

申申
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山
都
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

１０
月
２０
日（
日
）午
前
１０
時
開
会

式◆
コ
ー
ス

い
い
で
の
ゆ
前
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
３
㌔
㍍

◆
参
加
料

中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小

学
生
以
下
１
０
０
円（
い
も
汁
付
）

◆
申
し
込
み

１０
月
１１
日（
金
）ま
で
、
山

都
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
定
員

５０
人

◆
準
備
品

動
き
や
す
い
服
装（
靴
は
運

動
靴
な
ど
）、
昼
食
、
飲
み
物
、
お
椀
、

箸

山
都
公
民
館
☎（
３８
）２
０
５
３

三
ノ
倉
高
原
で
秋
の
魅
力
を
満
喫
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

１０
月
２０
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

集
合

◆
場
所

三
ノ
倉
ス
キ
ー
場

◆
コ
ー
ス

山
小
屋
く
ら
ら
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
往
復
約
４
㌔
㍍

◆
参
加
料

５
０
０
円（
昼
食
付
）

◆
申
し
込
み

１０
月
１１
日（
金
）ま
で
、
熱

塩
加
納
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◆
準
備
品

動
き
や
す
い
服
、
雨
具
、
飲

み
物

熱
塩
加
納
公
民
館

☎（
３６
）２
１
１
７

受
け
継
い
で
き
た
逸
品
や
心
に
残
る
愛

蔵
品
な
ど
、
豊
川
地
区
に
眠
る
お
宝
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、「
子
ど
も
お
宝
展
」

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

１０
月
２０
日（
日
）〜
２６
日（
土
）午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

※
初
日
は
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

◆
場
所

豊
川
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

豊
川
公
民
館
☎（
２２
）０
２
６
６

涯
学
習
推
進
特
別

【
熱
塩
加
納
公
民
館館
生
涯ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
〜

事
業
】〜
三
ノ
倉
高高
原
ウ

習
推
進
特
別
事
業
】

【
豊
川
公
民
館
生
涯涯
学
習お宝

展
〜

〜
お
ぉ
〜
っ
豊
川
のの
お

習
推
進
特
別
事
業
】

【
山
都
公
民
館
生
涯涯
学
習ウォ

ー
ク
ラ
リ
ー
〜

〜
山
都
の
自
然
体
験験
ウ

習
推
進
特
別
事
業
】

【
関
柴
公
民
館
生
涯涯
学
習見ウ

ォ
ー
ク
〜

〜
お
ら
が
ま
ち
再
発発
見

関
柴
地
区
内
を
散
策
し
な
が
ら
徒
歩
で

中
善
寺
に
行
き
、「
六
地
蔵
尊
と
信
仰
」

に
つ
い
て
の
講
話
、
な
ら
び
に
薬
師
如
来

に
参
拝
し
ま
す
。
公
民
館
で
は
、「
町
内

児
童
作
品
展
『
大
好
き
関
柴
絵
画
・
作

文
』」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

１０
月
２７
日（
日
）午
前
１０
時

◆
場
所

関
柴
公
民
館（
集
合
）〜
中
善
寺

（
徒
歩
）

◆
講
師

小
澤
弘
道（
市
教
育
委
員
会
文

化
課
長
）

◆
定
員

５０
人

◆
準
備
品

飲
み
物
、
雨
具
は
各
自
準
備

し
て
く
だ
さ
い（
帰
館
後
軽
食
あ
り
）。

関
柴
公
民
館
☎（
２３
）１
６
１
４

問問

申申

問問

申申

問問

申申

問問

申申




